
笹の葉ワーク 就労継続支援 B 型事業所 
～農業中心・清掃・内職・加工・販売まで～ 

 

事業所：つくば市東光台 

畑：つくば市真瀬・高須賀 

販売先：JA 直売・カスミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺マップ 

 



事業所の特徴 

農作物の栽培、収穫、加工、販売まで全般の作業を担っています。 

 

土づくり、種まき、追肥、除草、収穫など、作物を育てる喜び。 

野菜洗浄、包装、ラベル貼り、バザー販売など。 

食物をつくり、きれいに洗い、ていねいに包装し、お客様に買ってもらう仕事は、 

目的が分かりやすく、作業の楽しさを感じやすいものです。 

土に触れ、太陽にあたり、風を感じ、汗をかき、虫や雑草と関わりながらの仕事は、 

心の安定にもつながるようです。 

 

ご利用者さまの適性に応じ、個別プログラムを作成します 

体力をつかう作業が難しい方は、負担のかからない内職中心のプログラムに。 

 

細かい作業が困難な方は、清掃、農業、配達など、力仕事中心のプログラムを。 

 

「がんばらなければ」と力量以上にはたらいて、体調が悪化する方もおられます。 

ご家族・主治医・相談員と連携し、がんばりすぎ予防プログラムを作成します。 

 

あいさつ・身だしなみ、みんなの前での発表など、社会面の練習、掃除や洗濯・皿洗い

やゴミ出しなど、生活面の訓練も取り入れております。 

 

一日のながれ 

8:00～9:00 自宅お迎え 

9:30 朝礼 ラジオ体操 

作業開始 

休憩 11:00 

11:45 作業終了・片付け 

昼食 12:00 

12:45 作業開始 

        休憩 14:00 

15:20 作業終了・終礼 

15:30 解散・送迎 

 

●昼食は 100 円で提供しています（食事提供加算対象外のかたは 350 円）。 

月間献立表があります。アレルギーは事前に申しつけください。 



工賃 

   2023 年度実績 20,000 円～25,000 円 

   2024 年度目標 30,000 円～35,000 円 

 

10,000 円だった工賃は、農作物栽培と公共施設除草で 2023 年 25,000 円までアップ

しました。2024 年は農作物加工・流通を拡大し、35,000 円を目指しています。 

 

送迎の範囲 

●つくば市内および近隣のご自宅まで送迎いたします。料金無料。 

   8:00～ 9:00 迎え 

15:30～16:30 送り 

  ※つくばみらい市、土浦市、阿見町、牛久市、龍ヶ崎市、下妻市、常総市、送迎可 

  ※AM、ＰＭのみの送迎可 

 ※週 1 回～5 回まで OK 

 

●送迎事例 自宅前までお迎えにいきます 

  ルート①牛久駅     8:30～事業所 9:20 

  ルート②土浦駅     8:30～事業所 9:20 

  ルート③みらい平駅 8:30～事業所 9:20 

 ルート④石下駅     8:50～事業所 9:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              問い合わせ Tel 029-828-6861   Fax 029-828-6863 

                      work@jyonankotsu.com   担当 西村・豊崎 

mailto:work@jyonankotsu.com


 

作業風景をご覧ください 
 

笹の葉ワーク：つくば市東光台 

2024 年 2 月 

 

自営農業 ジャガイモ、トウモロコシ、サツマイモ、ブロッコリー、にんじん栽培 

●じゃがいも 

つくば市高須賀の畑でジャガイモ収穫。2 反で３０種類栽培しました。 

 

 

アンデスレッドの収穫(2023 年 5月)。まだ、早かったようで小さいです。 

 

●にんじん 

ニンジン「ベータ―リッチ」を播種しました。 

肥料・畝、マルチ、べたがけ、トンネル・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●トウモロコシ 

2023 年 4月 白いトウモロコシ「クリスピーホワイト」を植えました。 

うす皮で、甘みが強く、生でも食べられる品種です。 

 

日陰になってしまう圃場から、日当たりの良い場所へ、トウモロコシ苗の移植しました。 

夏、利用者様が協力して水やりをしました。写真右は収穫前の写真です。 

  甘いトウモロコシができました。 

 

 

 

 

 

 

３本仕立てに調整し 

直売所に出荷しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●サツマイモ 

2022 年初めてサツマイモ栽培に挑戦しました。5 反「紅はるか」の苗を植えています。 

（5 月 31 日つくば市真瀬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●10～11月収穫したサツマイモをキュアリングします。 

キュアリングとは、35℃、湿度 90%で 100 時間保管することで、表面がコルク上になり傷口がふさがり長

期保存が可能となります。 

その後、低温多湿の倉庫で、2ヶ月以上寝かせることで、でんぷんが糖になり甘味が増します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 カ月寝かして追熟し、甘くなったサツマイモを水洗いし乾かします。 

野菜袋に入れて、シールを貼ったら店頭に出荷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



●ブロッコリー 

2023 年 8月ポット播種したブロッコリーの苗を畑に移植し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 12月から、大きくなった頂花蕾の収穫をはじめました。 

包装し、シールを貼って出荷します。とても人気の商品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



石焼き芋 

3～４時間かけ低温でじっくり焼くことで、でんぷんが糖化し、糊状のやわらかくてとてもあまく、ねっと

りと仕上がります。（高温で急速に焼くと甘くならない） 

バーナーで小石を熱した上に芋を並べ、ときどき回転させ、まんべんなく焼きあがるようしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



干し芋 加工 

2024 年ほしいも加工に挑戦。食品衛生責任者指導のもと検便検査を行い、衛生管理。 

自社で取れたサツマイモを 1 時間以上蒸かし、あつめに皮を剥き、小さい芋は丸干し、大きい芋は平干し

で、5～7 日ほど天日で干し、袋詰めを行いました。 

農作業が難しい利用者さんには、内職の一環として皮むきと袋詰めを行って頂いています。 

試行錯誤しながら日々、奮闘中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ビニールハウス 

2024 年 

初めてきゅうり、なす、ピーマン、トマト等の夏野菜植えました。 

休憩をしながら、みんなで水やりをし、元気に大きく育ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 販売会・バザー 

●つくば市障害福祉課主催、バザーの様子です。 

15 ほどの障害者就労事業所が集まり、クッキーやパンや野菜など食品、編み物などの手芸作品、

花、など 

様々な商品が並びます。年 4 回ほど開催されますが、毎回大変盛り上がります。 

2024 年 4 月から、つくば市役所で障害者事業所の物産販売コーナー『福祉の店』が始まりま

す。 

 

 

 

焼き芋販売 

●対面販売 

      定期的に焼き芋の対面販売を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



農業法人外部作業 

小松菜の袋詰めの様子です。2人ワンセットで一人が計量器に小松菜を置く係。（写真右） 

青いランプが点灯したら、自動軽量した小松菜を取り、ベルトコンベアに流す。（写真左） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内職・シール張り・包装 

●サツマイモの袋詰め、野菜パックのシール貼り、の様子です。 

 専用ビニール袋に野菜を詰め、シーラーでパックして、ラベルを貼ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学生寮清掃・ビル清掃 

学生寮の清掃を週 2 回、研究学園駅まえのビル清掃を週 3 回、利用者 3 人と職員で出向いて行いま

す。 

共同浴室・トイレの清掃、廊下のモップ掛け、ごみ捨て場の掃除などを行っています。 

学生退去後の居室は、窓ふき・冷蔵庫掃除・シーツ洗濯など、次の入居者の為にきれいに清掃します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草取り、除草作業（つくば市公共施設）  

つくば市の公共施設の駐車場、敷地内の除草作業を請け負っています。 

草刈機は職員が操作します（危険防止のため）。 

帽子、フェイスシールド、マスク、軍手を着用し、飛び石防止ネットで危険予防します。 

刈った草を、熊手で集め、袋詰めして軽トラックに積んで運び出し。 

最後に竹ぼうきできれいに仕上げます。 

暑い中での作業なので、短い時間で休憩を入れ、給水を怠らないよう配慮します。 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


